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《学校部門》 

組織マネジメントを活かした校内研究の推進 

～主体的な児童の育成を目指した教科横断的な教育課程編成を通して～ 

佐賀県唐津市立箞木小学校 

校長 藤田 郁夫 

指導教諭 小野 単子 

Ⅰ はじめに 

新学習指導要領総則では，一人ひとりが自立した

人間として多様な他者と協働し，状況の変化に創造

的に対応していく資質・能力の育成のために，教科

の目標として「知識及び技能」「思考力・判断力・

表現力等」「学びに向かう力、人間性等」の三つの

柱を挙げて「主体的・対話的で深い学びに向けた授

業改善」の視点が述べられている。 

Ⅱ 本校の概要 

 本校では平成 28年度より４年間，各教科等にお

ける記述力の土台となる言語操作力と思考操作力を

育成するために「レインボータイム」を設定し，カ

リキュラムと授業開発に取り組んできた。その成果

として，ねらいや条件に沿った記述や読み手が分か

りやすい表現・記述を意識する児童が増え，教師自

身も様々な教科等で言語操作と思考操作を働かせる

指導を行なうことができるようになってきた。課題

としては，より実生活に関わる学習課題を設定し，

解決に向けた探究活動の成果を振り返って次の学び

につなげる工夫，言語操作力・思考操作力と各教科

の知識・技能等を関連付けて深い学びへつなげる手

立ての構築が挙げられる。 

そのような中で，令和２年度より２箇年計画で，

佐賀県教育委員会より教育課程領域研究校の指定を

受け，新学習指導要領に対応したカリキュラム・マ

ネジメントという新たな目標に向けた校内研究推進

体制の構築が必要となった。 

そこで，本研究では，「学び」部が中心となって

きたこれまでの研究推進体制を見直し，学校経営ビ

ジョンを踏まえた組織マネジメントを活かしなが

ら，教職員による主体的な研究と３部の協働を目指

した新たな研究推進体制を構築することにした。 

また，学習指導要領の実施初年度に当たる研究一

年次は，育成すべき資質・能力を総合的に活用・発

揮される教科横断的な教育課程を実施し，単元構

想・授業づくりの実践を通して教育活動の質の向上

を図るカリキュラム・マネジメントを目指すことに

した。具体的には，これまで培ってきた言語操作力

と思考操作力を,学習の基盤となる資質・能力とし

て学習指導要領総則に示された「言語能力」「情報

活用能力」「問題発見・解決能力」として再構築し,

「資質・能力」「学習活動」「学習内容」を関連付

け，単元や時間のまとまり、重点の置き方に工夫を

して教育課程を整理する。そして，合科的・関連的

な単元の中で各教科の見方・考え方や知識・技能を

つなげて思考・判断・表現に活かす場面を効果的に

設定した授業づくりを行っていく。さらに，特別活

動の各活動・学校行事等においても他者と対話しな

がら学びを活用し，実生活での行動化を生み出す工

夫をし，学びの可視化や検証を通してＰＤＣＡサイ

クルの確立を図る。 

Ⅲ 実践内容 

１ 研究の目標 

(1)  教職員の主体性と協働による成果を向上させ

るために，校長の学校経営ビジョンを踏まえ，組

織マネジメントを活かした研究推進体制を構築す

る。 

(2)  児童の主体性と，自らの考えを広げ深める力

を育成するために，資質・能力育成を目指した合

科的・関連的単元を構想し，実践を通してカリキ

ュラム・マネジメントの在り方を探る。 

２ 研究の仮設 

(1)  「学び」「心」「体」の分掌３部の連携を軸と

した組織マネジメントを活かすことによって，教

職員の主体性と協働による成果が向上するであろ

う。 

(2)  資質・能力育成を目指した合科的・関連的単

元を構想し，各教科等の見方・考え方や知識・技
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能を効果的に活用・発揮させる実践に取り組むこ

とによって，児童の主体性と自らの考えを広げ深

める力が育成されるであろう。 

３ 研究の実際 

(1)  ３部の連携を軸とした研究推進体制の構築 

ア 指導教諭と３部長の連携を軸とした研究組織 

本年度より，新たに指導教諭が配置された。そこ

で，これまで学び部長が担ってきた研究主任の位置

付けを，「教育課程研究主任」と「授業研究主任」

に分け，指導教諭を教育課程研究主任，学び部長を

授業研究主任とした。これにより，教育課程全体の

マネジメントを指導教諭が，授業づくりのマネジメ

ントを学び部長が担うことになり，研究内容の住み

分けを行うことで，それぞれの負担が軽減されると

ともに，研究推進の焦点化につながることが期待さ

れる。 

研究に先立ち，校長の学校経営ビジョンを踏ま

え，次のような研究構想図を作成した。（図１）ま

た，管理職と指導教諭，３部長で組織される研究推

進委員会を立ち上げ，推進委員会を通して各部の取

組を共有するための連携体制を強化した。（図２） 

 

 

 

イ 「学び」「心」「体」各部の役割分担 

学び部は授業づくりの担当，心部は特別活動や学

校行事の担当，体部は，学習環境づくりと地域・保

護者への情報発信の担当と，役割を分担した。 

(2)  学習指導要領を踏まえた理論研究 

ア 全体研修会や各部会での理論研究 

 本年度の研究計画を（表 1）のように立案した。 

 

イ 講師招聘による全体研修会 

令和２年８月４日（火），佐賀市立兵庫小学校の

井手俊宏先生を講師に迎え，全体研修会を実施し

た。兵庫小学校は昨年度まで県の教育課程研究指定

を受けた学校であり，研究主任の井手先生からは，

兵庫小でのカリキュラム・マネジメントの取組を紹

介していただいた。教科横断的な視点での教育課程

の再編成や，内容のつながりと身に付けたい力のつ

ながりについての講話は，本校のこれからの研究に

大変参考になるものであった。 

(3)  教科横断的視点で各教科の指導内容を体系化

し，育てたい資質・能力を総合的に活用・発揮さ

れる場面を設定した授業づくり 

7月 21日の全体会において，指導教諭の提案に

より，期待する児童の姿と授業づくりの方策につい

て，共通理解した。（表２）授業づくりについて

は，唐津市アクションプランの項目とチェック内容

に，本校の具体的な手立てを盛り込んだものを提示

した。（表３） 

このことによって，職員間で共通の目標を具体化

するとともに，これまで培ってきた箞木の授業スタ
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イルの良さと言語操作力と思考操作力を活かした授

業づくりを進めていくことを共通理解することがで

きた。 

 

 

ア 育てたい資質・能力と各教科の見方・考え方・

学習活動・学習内容の関連付けと整理 

 新学習指導要領の完全実施を踏まえ，各学年の教

科等年間指導計画の見直しを行った。具体的には，

これまで培ってきた言語操作力と思考操作力を,

「言語能力」「情報活用能力」「問題発見・解決能

力」として再構築し，単元や時間のまとまり、重点

の置き方に工夫をして整理した。また，本校で継続

的に取り組んできた，各教科等における記述力の土

台となる汎用的な能力を系統的に育成する目的であ

る「レインボータイム」を位置付け，教科横断的な

視点から各教科との関わりを明確にした。（表４） 

 

イ 資質・能力を活用・発揮させる授業づくり 

アで整理した年間計画を踏まえ，合科的・関連的

な単元の中で各教科の見方・考え方や知識・技能を

つなげて思考・判断・表現に活かす場面を効果的に

設定した授業づくりを目指した。また，指導案の形

式を見直し，他教科との関わりと児童の実態を，

「指導観」「教材観」「児童観」に盛り込んで示すと

ともに，他教科及び，レインボータイムと，本単元

とのつながりについて，「身に付けたい力のつなが

り」と「内容のつながり」の２つの視点を踏まえて

図式化したものを示した。（資料１） 

 

ウ 児童の変容を検証するアンケートの実施・分析 

７月に，「よりよい学校にするためのアンケー

ト」を，児童と保護者に実施し，実態把握に努め

た。アンケート項目は，学校評価項目の成果指標と

関連付け，併せて職員の業績評価目標との統一を

し，年間２回の実施と改善によるＰＤＣＡサイクル

に則った，より一層実効性のあるものを目指した。

２回目のアンケート実施を，11月に予定してお

り，児童や保護者の変容から，教育活動の効果を検

証していく。第１回目のアンケート結果（一部）は

次の通りである。（資料２） 



4 

 

 

(4)  特別活動の各活動，学校行事等において，学

びを活用・発揮する場面を工夫することで実生活で

の行動化へつなげる主体性を育む実践 

特別活動の各活動・学校行事等においても他者と

対話しながら学びを活用し，実生活での行動を生み

出す工夫をし，学びの可視化や検証を通してＰＤＣ

Ａサイクルの確立を図った。 

ア 特別活動の各活動，学校行事によって，育てた

い資質・能力と学習活動・活動内容の整理 

表４の「教科等年間指導計画」に特別活動を位置

付け，教科との関連を図りながら整理した。 

イ キャリア・パスポートの開発と共有 

唐津市教育委員会による「唐津市『キャリア・パ

スポート』の概要」に基づき，心部が開発した，各

学年５枚分のキャリア・パスポートの様式を，６月

10日の第５回全体会で提案と共有を行った。 

ウ 児童の変容を検証するアンケートの実施・分析 

「よりよい学校にするためのアンケート」の中に

特別活動や学校行事の項目を設け，教育活動の効果

を検証していく。 

(5) 児童の学びを可視化し，次の学びへつなげる

学習環境づくりと地域・保護者への情報発信 

環境つくり部（体部）が担当となり，児童が学習

活動を自ら振り返り価値付けした学びの成果物の校

内掲示，児童の生活時間改善や家庭学習習慣作りに

向けての取組，地域・家庭との連携を目指した広報

活動を推進している。（資料３） 

 

 

資料 3 本校ホームページ上の「うったん学習通信 No.1（一部） 

Ⅳ 実践の成果 

指導教諭をチーフとし，「学び」「心」「体」の分

掌３部の連携を軸とした組織マネジメントを活かす

ことによって，教職員の協働が促進され，新しい取

組へつなげることができた。新学習指導要領に沿っ

た新しい授業づくりに対する教職員の主体性も高ま

っており，その相乗効果が，よりよい学校にするた

めのアンケート（児童）において，全 24項目で肯

定的な回答が８割以上という結果につながったもの

と考える。 

Ⅴ 実践の課題 

11月に，全員公開授業を計画している。これま

での積み上げを活かし，授業実践に取り組んだり，

児童の変容を検証したりすることを通してＰＤＣＡ

サイクルを確立したい。そして，学びを発揮する場

や学校行事の工夫を通して，児童の課題解決に向け

見通しをもって追求し，次の学びや実生活に活かす

児童の主体性と自らの考えを広げ深める力を育成し

ていきたい。 
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